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成
人
式

れんけい
　

一
月
十
四
日
の
成
人
の
日
、
相

楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
主

催
に
よ
る
平
成
二
十
五
年
成
人
式

が
、
和
束
町
並
び
に
南
山
城
村
の

二
会
場
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
候
と
な
っ
た
こ

の
日
、
和
束
町
で
は
四
十
八
人
が

成
人
の
日
を
迎
え
、
和
束
町
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、
多
く
の
来

賓
や
恩
師
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

厳
か
に
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
の
終
わ
り
に
は
、
新
成

人
を
代
表
し
て
荒
木
悠
平
さ
ん
が

『
和
束
町
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
誇

り
を
持
ち
、
一
人
一
人
が
責
任
を

も
っ
て
行
動
し
、
夢
と
希
望
の
あ

る
社
会
人
と
し
て
、
多
く
の
方
か

ら
期
待
さ
れ
る
大
人
に
な
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
。』
と
力
強
く
決
意
表

明
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の

茶
話
会
で

は
、
小
学
校

卒
業
時
に
制

作
し
た
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル

を
開
け
て
、

懐
か
し
い
思

い
出
の
品
と

と
も
に
、
旧

友
や
恩
師
と

の
昔
話
に
花

を
咲
か
せ
て

い
ま
し
た
。

　

一
方
、
笠

置
町
と
南
山

城
村
で
も
合
わ
せ
て
四
十
八
人
が

成
人
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
朝
か

ら
降
り
出
し
た
雪
で

真
白
に
染
ま
っ
た
や

ま
な
み
ホ
ー
ル
に
、

色
鮮
や
か
な
振
袖
や

袴
姿
の
新
成
人
が
集

い
、
新
し
い
門
出
を

祝
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
誓
い
の

言
葉
で
は
、
小
林
慶

雅
さ
ん
と
久
保
綾
香

さ
ん
が
、『
こ
れ
か
ら

社
会
の
一
員
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を

重
ん
じ
、
互
い
を
尊

重
し
、
社
会
人
と
し
て
の
責
任
と

義
務
を
果
た
し
ま
す
。』
と
宣
言
し

ま
し
た
。

　

式
の
後
に
は
、
記
念
演
奏
会
や

茶
話
会
が
催
さ
れ
、
ま
た
呈
茶
席

も
設
け
ら
れ
て
、
小
中
学
校
時
代

の
思
い
出
話
や
近
況
報
告
な
ど
を

し
な
が
ら
、
懐
か
し
い
友
人
と
の

旧
交
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　

利
便
性
を
求
め
て
、
生
ま
れ

育
っ
た
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
い
く

若
者
が
増
え
て
き
た
三
町
村
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
世
代
が

い
つ
ま
で
も
我
が
ふ
る
さ
と
を
愛

し
、
我
が
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思

い
、
家
族
や
友
達
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て

い
ま
す
。
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出
初
式

【
退
職
消
防
団
員
感
謝
状
】

　
　
　
元
湯
船
分
団　
　

分
団
長　
　

久
保　

寿
己

　
　
　
元
中
分
団　
　

分
団
長　
　

吉
田　

和
生

【
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰
】

精
績
章　

中
分
団　

分
団
長　
　
　

辻　
　

由
典

精
勤
章　

湯
船
分
団　

分
団
長　
　
　

田
中　

雅
久

　
　
　
　

西
分
団　

分
団
長　
　
　

吉
田　

研
二

　
　
　
　

湯
船
分
団　

副
分
団
長　
　
　

前
田　
　

穣

【
京
都
府
消
防
協
会
相
楽
支
部
長
表
彰
】

　
　
　
　
湯
船
分
団　

第
二
部　

部
長　

柚
木　

高
史

　
　
　
　　
　
　
　
　

第
三
部　

部
長　

大
谷　
　

毅

　
　
　
　
東
分
団　

第
一
部　

部
長　

中
屋　

恵
造

　
　
　　
　
　
　
　
　

第
四
部　

部
長　

大
西　

勝
幸

　
　
　
　
西
分
団　

第
一
部　

部
長　

西
田　

祥
史

【
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰
】

功
績
章　

副
団
長　
　
　
　
　
　
　
　

垣
谷　

克
彦

精
勤
章　

第
一
分
団　

副
分
団
長　
　
　

清
水　

昌
典

精
勤
章　

第
一
分
団　

副
分
団
長　
　
　

柴
垣　

紀
行

精
勤
章　

第
一
分
団　

副
分
団
長　
　
　

蛭
川　
　

尚

【
京
都
府
消
防
協
会
相
楽
支
部
長
表
彰
】

　
　
　
　

第
一
分
団　

第
二
部　

部
長　

上
田　

範
之

　
　
　
　

第
二
分
団　

第
二
部　

部
長　

仲
田　

裕
司

　
　
　
　

第
二
分
団　

第
三
部　

部
長　

奥
仲　

健
二

【
南
山
城
村
長
表
彰
】

　
　
　
　
第
一
分
団　

第
四
部　

部
長　

西
山　

英
男

　
　
　
　
第
一
分
団　

第
七
部　

部
長　

横
畑　

浩
二

　
　
　
　
第
二
分
団　

第
一
部　

班
長　

北
本　

勝
巳

　
　
　
　
第
二
分
団　

第
二
部　

班
長　

北　
　

一
朗

　
　
　
　
第
二
分
団　

第
四
部　

班
長　

頭
鬼　
　

稔

【
南
山
城
村
消
防
団
長
表
彰
】

　
　
　
　
第
一
分
団　

第
五
部　

班
長　

屋
敷　

浩
彦

　
　
　
　
第
一
分
団　

第
五
部　

班
長　

石
田　

晴
嗣

　
　
　
　
第
一
分
団　

第
七
部　

班
長　

藤
原　

雅
人

　
　
　
　
第
二
分
団　

第
二
部　

団
員　

藪
仲　

孝
樹

【
南
山
城
村
消
防
団
精
勤
章
】

　
　
　　

第
一
分
団　

第
四
部　

班
長　

廣
尾　
　

章

　
　
　　

第
一
分
団　

第
三
部　

団
員　

北
本　

健
人

　
　
　　

第
一
分
団　

第
四
部　

団
員　

岡
本　

康
昌

　
　
　　

第
二
分
団　

第
二
部　

団
員　

長
谷
川
龍
志

　
　
　　

第
二
分
団　

第
三
部　

団
員　

乾　
　
　

徹

【
南
山
城
村
消
防
団
長
特
別
表
彰
】

第
22
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会
５
位
入
賞

　

第
一
分
団　

第
七
部
指
揮
者
蛭
川　
　

尚

　

第
一
分
団　

第
七
部
一
番
員
横
畑　

浩
二

　

第
一
分
団　

第
七
部
二
番
員
五
十
嵐
聡
志

　

第
一
分
団　

第
七
部
三
番
員
櫻
井　

大
輔

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

笠

置

町

和

束

町

南

山

城

村

【
和
束
町
長
表
彰
】

　
東
分
団　

副
分
団
長　
　
　

岡
田　

晃
年

　
湯
船
分
団　

第
三
部　

班
長　

長
西　

朋
宏

　
中
分
団　

第
二
部　

団
員　

岩
㟢　

安
彦

　　
　
　
　
　

第
二
部　

団
員　

森
脇　

一
起

　
西
分
団　

第
一
部　

班
長　

西
田　

清
秀

【
和
束
町
消
防
団
長
表
彰
】

　

東
分
団　

第
三
部　

班
長　

細
井　

堅
太

　

西
分
団　

第
三
部　

班
長　

藤
井　

和
善

　

湯
船
分
団　

第
三
部　

団
員　

藤
田　

拓
人

　

東
分
団　

第
一
部　

団
員　

西
川　

武
志

　
　
　
　
　
　

第
二
部　

団
員　

岡
田　

泰
亘

　
　
　
　
　
　

第
四
部　

団
員　

岩
㟢　

慎
也

　

中
分
団　

第
一
部　

団
員　

岡
本　
　

要

　

西
分
団　

第
一
部　

団
員　

西
山　
　

剛

　
　
　
　
　
　

第
二
部　

団
員　

西
辻　

亮
人

ラッパ演奏

消防操作演習

教養訓練展示

【
京
都
府
消
防
協
会
長
感
謝
状
】

　
　
　
　
元
団
長　
　
　
　
　

寺
阪　

利
満

【
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰
】

精
績
章　

副
本
部
長　
　
　
　

徳
岡　

和
洋

精
勤
章　

第
四
部　
　

部
長　

鈴
木　

慶
一

【
京
都
府
消
防
協
会
相
楽
支
部
長
表
彰
】

　
　
　
　

第
二
部　
　

班
長　

西
口　
　

努

【
笠
置
町
消
防
団
永
年
勤
続
功
労
表
彰
】

　
　
　
　

第
四
部　
　

部
長　

鈴
木　

慶
一

　
　
　
　

第
二
部　
　

班
長　

西
口　
　

努

　
　
　
　

第
一
部　
　

団
員　

西　
　

孝
浩

　
　
　
　

第
六
部　
　

団
員　

尾
上　
　

洋

【
笠
置
町
長
表
彰
】

　
　
　
　

第
三
部　
　

団
員　

山
口　

和
斗

【
笠
置
町
消
防
団
長
表
彰
】

　
　
　
　

第
一
部　
　

団
員　

川
﨑　

隆
次

　
　
　
　

第
一
部　
　

団
員　

坂
本　

亮
人

　
　
　
　

第
一
部　
　

団
員　

坂
口　
　

司

　
　
　
　

自
動
車
部　

団
員　

糸
井　

岳
志

　
　
　
　

自
動
車
部　

団
員　

矢
野　

邦
彦

出 初 式

　笠置町消防団は1月6日に、和束町消防団・南山城村消
防団では13日に、それぞれ出初式が開催されました。式
典では、消防団活動で功績のあった団員に対し、消防団優
良団員表彰が授与され、その後、放水演習やラッパ隊によ
るラッパ演奏、南山城村消防団では、昨年10月から出初
式に向け取り組んできた教養（各個・礼式・小隊）訓練の
披露が行われました。また、７日には相楽中部消防組合出
初式が行われ、ハシゴ車などを使ったより専門的な訓練展
示なども行われました。

新春恒例の消防出初式
が行われました。

笠
置
町
消
防
団
で
は
、平
成
24
年
4
月
に
消
防
団
組
織
改
編
を
行
い
、以
前
あ
っ
た
役
職
の「
分
団
長
」、｢

副
分
団
長
」

を
廃
止
、
新
た
に｢
本
部
長
」、「
副
本
部
長
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
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おおお あああ びびび正正正 そそそ月月月 わづかほくえんわづかほくえん

十
二
月
十
五
日
㈯
、
て
ら
す
和
豆
香
で
「
第
一
回
『
わ
づ

か　

ま
ち
づ
く
り
び
と
交
流
サ
ロ
ン
』」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
わ
づ
か　

ま
ち
づ
く
り
び
と
井
戸
端
会
議
」
を
通

し
て
出
た
い
く
つ
か
の
活
動
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
参
加
者
か

ら
「
テ
ー
マ
毎
の
話
し
合
い
を
も
っ
と
続
け
た
い
」
と
の
声

を
受
け
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
は
じ
め
に
活
動
テ
ー
マ
毎
に
リ
ー
ダ
ー
が
中

心
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
今
後
の
活
動
の
方
向
性
な
ど
に
つ

い
て
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
た
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
恋
茶
グ
ル
ー
プ
さ
ん
に
よ
る
「
煎
茶
鍋
」
を
食
べ

な
が
ら
、
和
や
か
に
談

笑
。
和
束
の
お
茶
や
野

菜
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ

れ
た
愛
情
た
っ
ぷ
り
の

手
づ
く
り
鍋
に
、
み
な

さ
ん
大
満
足
の
様
子
で

し
た
。

次
回
の
交
流
サ
ロ
ン

の
日
程
な
ど
、
く
わ
し

く
は
和
束
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
和
束
町
役
場
地
域

力
推
進
課
（
電
話
七
八-

三
〇
〇
一
内
線
三
三
二
）

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
一
回
「
わ
づ
か 

ま
ち
づ
く
り
び
と
交
流
サ
ロ
ン
」

熱～い煎茶鍋で楽しくおしゃべり

一
月
十
日
㈭
和
束
保
育
園
で

は
、
お
正
月
遊
び
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
日
の
お
正
月
あ
そ
び

は
、
異
年
齢
グ
ル
ー
プ
で
行
わ

れ
、
五
歳
児
が
お
兄
さ
ん
・
お

姉
さ
ん
役
に
、
そ
し

て
三
・
四
歳
児
が
弟
・

妹
役
に
な
り
、
三
人

か
ら
四
人
の
グ
ル
ー

プ
を
組
み
「
す
ご
ろ

く
」、「
ふ
く
わ
ら
い
」、

「
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
」
の
コ
ー

ナ
ー
で
楽
し
み
ま
し
た
。

年
長
の
園
児
は
小
さ
な
子
が

迷
子
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

配
り
、
手
を
つ
な
い
で
歩
く
、

ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
福
笑
い
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
順
番
に
目
か
く
し
を
し
て
、

目
と
鼻
と
口
を
順
番
に
並
べ
、

で
き
あ
が
り
を
見
て
、
笑
い
の

渦
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

作
っ
て
遊
ぼ
う
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
や
花

び
ら
が
空
を
飛
ん
で
い
る
イ

メ
ー
ジ
の
、
折
り
紙
お
も
ち
ゃ

「
花
コ
プ
タ
ー
」
を
作
り
み
ん
な

で
飛
ば
し
あ
い
を
し
て
楽
し
み

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
五
歳
児
が
作
っ

た
大
型
カ
ル
タ
を
グ
ル
ー
プ
別

に
行
い
、
読
み
札
に
合
わ
せ
て

絵
札
を
元
気
い
っ
ぱ
い
取
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
給
食
や

お
や
つ
も
お
正
月
遊
び
の
グ

ル
ー
プ
で
食
べ
、
年
齢
の
ち
が

う
園
児
同
士
で
楽
し
く
過
ご
し

ま
し
た
。

次は何が
出るかな…
 すごろく
　 ゲーム

犬も歩けば
   ………
  は〜い！

熱
～
い
お
鍋
で

　
　
　
熱
～
く
語
っ
て
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和束町茶業史つうしん Vol. 1

•••••ご寄附ありがとうございました •••••
「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成24年12月）

氏　名 住　所 寄附金額
前田保正様 京都府宇治市 ５０，０００円
匿名希望様 京都府木津川市 ３０，０００円

ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため
有効に活用させていただきます。

　2月22日㈮～24日㈰に開かれる『春を呼ぶ 茶
源郷からの灯り』で「古写真コンテスト」を行い
ます。和束町で撮影された古い写真

ならどのようなものでも
かまいません。ご応募いただいた

中から審査を通過した作品を表彰します。ふるっ
てご応募してください。
お待ちしています。

応募期日

2月8日㈮ 必着

問 合 せ
和束町観光振興協議会事務局
TEL 78-3001（内線230）

和束町観光振興協議会では、和束町の茶文化について調査をしています。
これから１年間、「和束町茶業史」作成でみなさまに教えていただいたことを、毎月

ご報告していきます。よろしくお願いします。
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

今回は、石寺にお住まいの二瀧嘉久さん（大正12年生まれ）のお宅で、農具や古い道
具が残る蔵の中に眠っていた「煎茶乾燥機（箱）」を見せていた
だきました。とても珍しいこの乾燥箱、紙張りの引き出し式で、
引き出しの下に炭を入れて乾燥させるようで、まるで小型の
ホイロです。また紙には、うっすらですが、特産の柿渋が塗
られてあるのも見えます。「茶が湿気てたとき、飲み量だけ再
乾させたんちゃうかな。こんなんが日の目を見るとは」と微笑
む二瀧嘉久さん。一生懸命作られたお茶をいつまでも美味し
くいただきたい、という思いが伝わるひと品です。

蔵に眠っていた煎茶乾燥機。
柿渋の塗ってある紙が朽ちて
いるが珍しい。

明治39年の湯船村風景
（右側には茶畑がある）

和束町の“古
い写真”

　　　　募
集します。和束町の“古
い写真”

　　　　募
集します。

明治39年の湯船村風景
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